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現在、福島県南相馬市の保育園にて、子どもの日
常生活回復に向けた活動に関わらせて頂いておりま
す。2013年に砂場遊び再開のため、新しい砂場を
定行研究室にてデザインさせて頂いたことからこの
プロジェクトが始まりました。現在は、2015年秋
にオープン予定の子育て支援施設計画が進行中で
す。また、同時に園庭計画も行っており、夢プラン
プロジェクトとして進行しております。

計画中の子育て支援施設は、スキップフロアを利用
し、限られた空間の中にいくつもの雲が浮いているよ
うな空間をデザインし、「くものいえ」と名付けました。
このコンセプトのもと、2014年6月には、同年3月よ
り園長先生、保育士さん、建築士の方と検討を重ねて
きた建物のプランやプログラムなどを縮尺10分の1の
模型やポスターを使用しながらワークショップを行い
ました。住居学科定行まり子教授による子ども施設、
子ども環境に関する講演、そして定行研究室の院生に
よるデザインやプランに関するプレゼンテーションを
行い、最後にはアンケートも実施致しました。
この子育て支援施設は、子どもたちにとっての居場
所だけでなく、保護者、保育士さん、最終的には地域
の方々の居場所ともなるよう計画しております。また、
計画過程において、子どもたちや保護者の方々も参加
できるようなワークショップを検討中です。
これまで、現地の福島だけではなく、東京において
も何度も検討を重ね、建物のプランは大分定まって参
りました。今年秋のオープンに向けて、この活動が子
どもの成長の助けとなり、さらには保護者の居場所づ
くり、そして地域の拠点ともなるよう、今後も活動を
続けて参りたいと思います。

福島県南相馬市保育 
夢プランプロジェクト
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日本女子大学 住居学科のニュースを

ご紹介します。
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新しい砂場オープンのときの様子

ワークショップの様子

 「くものいえ」コンセプトと模型写真
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住居学科〒112 - 8681　東京都文京区目白台 2-8-1　TEL：03-5981-3452（住居学科中央研究室）

URL：http://mcm-www.jwu.ac.jp/~jyu-ishi/jyu/ui/course0104a.htm
住居学科ルポルタージュ：http://project-j.jwu.ac.jp/

居住環境デザイン専攻
建築デザイン専攻

バックナンバーをご希望の方はオープンキャンパスでお声掛けいただくか、
左記の住居学科中央研究室にお問合せください。HPでも公開しています。
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期　間：2014年8月24日‐9月4日
参加者：3カ国、5大学から学生 約70名
台湾WSとは、台湾の淡江大学Kuang Chein Bee准教授と、住居学科篠原聡子教授が中心となり、
毎年日本、台湾交互に開催しているハウジングワークショップです。

最終講評風景

課題は、近年単身居住者の一つの選択肢として定着す
るシェア居住の"これから"を、「都市と住宅のあいだに」
というテーマから考えるというものでした。

学生は、９グループに分かれ、グループ①～④は、千
葉県東金市を敷地とし、若者単身者だけではなく高齢単
身者なども含む郊外・多世代のシェアハウスを、またグ
ループ⑤～⑨は、新宿区天神町という都市型のシェアハ
ウスの設計に取り組みました。各グループ、日々のエス
キース、２回の中間講評に向けて、熱心に作業をしてい
ました。同じアジアという共通項はあるものの、家族
観、住宅観は異なるので、まず同じイメージを持つため
のディスカッションが繰り返しました。はじめの数日間
は、英語でのディスカッションに四苦八苦していました
が、徐々にスケッチや図面も使いながら、少しずつコ
ミュニケーションに慣れていく様子が見られました。

２年生から修士の学生まで学年を超えて参加する本
ワークショップ。２年生にとっては、都市スケールのリ
サーチの方法から具体的な設計まで、設計で必要な流れ
を把握する機会になったと思います。また、３、４年生
にとっては、設計スキルの向上、またグループで話し合
い設計する難しさと楽しさを感じていました。修士の学
生にとっては、６～７名の学生をまとめて、ひとつのプ

ロジェクトを進める経験になったのではないかと思いま
す。また、案を考える際の基礎知識となることを目的
に、各教員からご自身の専門的な視点から、今回のテー
マに合わせたレクチャーを行って頂きました。

最終講評会は、新泉山館で行われました。千葉市東金
市を敷地をした郊外・多世代のシェアハウスの提案で
は、産業を中心に住宅を計画した案や、各個室に小さな
出窓のような表出空間を設ける案など、異なる世代のコ
ミュニケーションを促進する仕掛けや空間提案のバリ
エーションが見られました。 70戸という大型のプロ
ジェクトに対して、配置計画にスタディの重きをおいて
いたようです。一方、天神町を敷地とした都市型のシェ
アハウスの提案では、カフェスペース、緑のスペース、
印刷インダストリーなど都市とシェアハウスをつなぐ空
間提案のバリエーションが見られました。 また、天神町
では、極小敷地を考慮して、光や風へ配慮した提案や、
具体的な構造提案なども行われました。

最終講評会は、WS参加校の教員に加え、構造家であ
りデザイナーでもあるオーノジャパンの大野博史先生
と、東海大学の教授であり建築家の吉松秀樹教授に、ゲ
ストクリークとしてお越し頂き、講評を頂き、2週間の
成果を発表する有意義な時間になったと思います。

エスキース風景

９回目となる今年は、淡江大学(台湾)、逢甲大学(台湾)、天津大学(中国)、西安建築科技大学(中国)、
日本女子大学、武庫川女子大学の計６大学・３カ国から学生約70名、教員９名の参加のもと開催されました。

台湾ハウジングワークショップが行われました


